
2019年4月17日小テスト解答

／ 、

I
7z!

"Ck=
k!(n,－ん)!、

を用いて

れCk+"Ck+1=n,+1Ck+'

を示しましょう

、 ノ

（長寺()!=(kTI)fal

LHS=M(jlk)!+(k+,)!(MLk,)! ("-a)!=Uﾍ-B-)､("-f-I)!
”1

低ﾅ,)!(,‘_剛!手(倫飾脾！
(k+1)n!

｛(ん＋1)＋(九一k)}"!

(k+',)!(h-kir ( ､へ十')!.=(!ﾍｬ')･ MI
（『》+1)7L!

＝

解答

(た十1)!((沌十1)一(ん＋1))！

（九十1)！
="+1Ck+1=RHS三目＝

(k+1)!(('z+1)､k+1))!

、／

II(1)
(coso!+isino,)(cos6+isin8)

を計算しましょう．

(2) (1)を用いて(1+z)10を計算しましょう
、 ノ

解答(1)

(cosq+Zsino,)(cos6+isin8)=(cosQ,cosβ一sincusinB)+Z(cosoisin8+sino,cos6)

=cos(α十β)+isin(QI+6)

s"+cs;.､g')Ec｡s(z,Ljト いs"・Cs;‐ ）皇cosいj(2) (1)からX=
(coso,+ismo')"=cos冗α+Zsin冗α 、

-tく－s，へ(2
価を導くことができます． さらに 、

割（方)¥｡（1+Z=､/画 :＝＝

／

'十＆
（

が分かりますから，

（‘“（､/画)”(1+z)'0= -3ー 『‐一一一一

1＝25

○

域
・
迄

手
、
で

、
ヘ
ハ
ｑ
為

し
工
２

１
一

吾
斗q,A､エーュヘもl ,2G､"=』 <一今

入＝ （±し
、



;eI(L)
、

そ言X-f、甘圭。 <Dくノ

久
一
剛

2
!釜’ （

一
一

"t･ C

Ｌ
〆

出

跣

、

ｈ
１

》
ｎ
画一

一

一
一

一
側

一
噛
み

くう

つ、

ﾔ-C｡5'､十</9.{-d､)砥でパ
ー

二



／ 、

IⅡⅡ

'＋士十歩十六十…＋志Sn :＝＝

二冒三-) :s"） 4

からS7,を求めましょう
、 ノ

Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｔ

１
軍
１
軍

‐
Ｔ
‐
十

一
１
’
４
１
－
４’

解答
１
－
妙
Ｌ
扉

十
十

8瓦

巷豊
1 十ニーニ

：＝二

＝

１
字
ｒ
亙
舜

＋

l l－－－－一一一一一一

から
午冬

－
３１

１
｜
拙

１

／
Ｊ
１
Ｉ

４
’
３

Ｌｓ （ o）一一一う (－
一
一 へ

3

であることが分かります

孤一今一トー

13



数列階差
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を階差数列と呼びます．

）● ● ●

”0〆一、j ”1 戸一~､”2 F一~） 躯3 . . .,〔／~、
v - v v - "~IV V V

十β0 ‐卜β, -ra2 十β”_’

””

Ｌ

’一
一

晩

や
罪
一
一
－

１

，

》
〆

今
１
，
９
０
０

，

，
’

一

引

例
〆
、

×
、

このとき

肝躯”＝躯0＋(”,－”0)＋…＋(勿冗－鉛､－，

＝躯0＋β0＋・ ・ ・＋an_’ ｡L-'(｡つ

β"-1イー十P｡
一

一
一
一
一
一 ､OQG'鄙|■

クモの巣過程・階差数列・数列の収束 6／12Nobuyl'kiTOSE



■■■

階差数列(2)
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プライマリー・バランスCT12p

B〃 第冗年度のプライマリー・バランス
（＝財政赤字一国債の利払い）

D冗第”年度の国債の残高
γ 利子率

とする． このとき
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プライマリー・バランス（2）
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注意「現在割引価値」が分かるとこれは当たり前に思えるはず。
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命題関数

命題とは真偽がはっきりとしている文のことです．

例 1＜2は真で， 1＞2は偽の命題です．

Xを集合とするとき, "EXを含み”を指定することによって真偽が定

める文をX上の命題関数と呼びます。

例X=R上の命題関数
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命題関数(2)
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集合x上の命題関数P(")に対して命題
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v"Ex(P(")) 任意の鉛EXに対してP(")が真
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が定まります．
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無限数列
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数列の収束(2)一例 VE>。
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収束する数列の性質

定理1.1CT20p

数列{Q"}, {b"}がα,6ERに収束するとします：

α”→α， b",一>β （”→+oo)
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(iii)すべての番号に対してα”≠0,α≠0とすると
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証明はCTにあります．
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2019年4月25日小テスト問題

I差分方程式の初期値問題
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